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０
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８
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０
８

月
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２
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(
日

)
 
 

薄
曇

後
晴
 

◇
参

加
者
；
川

島
 

功
、
沖

﨑
吉

信
、
児

嶋
道

夫
、
濱

野
兼

吉
、
橋

本
 

梓
、

 

大
江

加
予

子
・

徳
子

、
生

熊
敏

男
・

千
満

子
、

高
階

美
根

子
、
 

上
村

洋
司

・
和

美
、

竹
中

卓
治

、
奥

村
順

夫
、

岩
本

信
行

、
 

志
岐

 
敬

、
山

本
直

子
、

梶
野

照
雄

。
 

 
 

 
１

８
名

。
 

 

新
宮

組
は

川
島

車
に

児
嶋

、
奈

良
か

ら
の

志
岐
・
山

本
( 前

日
に

果
無

越
え
) 、

沖
﨑

車
に

橋
本

、
生

熊
夫

妻
、

大
江

親
子

、
濱

野
が

同
乗

し
、

沖
﨑

さ
ん

宅

を
７

時
２

５
分

頃
出

発
。

池
原

公
園

駐
車

場
に

て
、

今
回

は
実

家
・

大
阪

か

ら
上

村
夫

妻
、

堺
市

の
梶

野
さ

ん
、

尾
鷲

・
熊

野
市

か
ら

の
高

階
、

奥
村

、

竹
中

、
岩

本
さ

ん
が

揃
い

自
己

紹
介

を
行

う
。
 

川
島

代
表

の
挨

拶
に

続
い

て
、

沖
﨑

さ
ん

か
ら

今
日

は
全

員
平

治
宿

へ
行

き
、

小
屋

の
清

掃
・

水
場

点
検

・
お

盆
に

備
え

て
不

動
堂

と
千

年
檜

祠
の

供

え
物

の
交

換
や

樒
の

交
換

等
が

主
な

仕
事

で
あ

る
と

の
指

示
が

あ
り

、
池

鄕

林
道

は
３

㌔
地

点
で

崩
落

が
あ

り
、

林
道

も
通

れ
る

か
ど

う
か

正
式

確
認

が

出
来

て
い

な
い

の
で

、
慎

重
に

通
る

よ
う

に
と

の
報

告
を

う
け

、
岩

本
さ

ん

の
ラ

ン
ド

ク
ル

ー
ザ

ー
や

上
村

さ
ん

の
車

に
分

乗
し

て
持

経
宿

に
向

け
出

発
。
 

 
 

 
 

 

池
原

公
園

Ｐ
で

自
己

紹
介

 
 

 
持

経
宿

に
到

着
 

 
 

 
表

示
板

(
村

吉
氏

設
置

)
 

池
鄕

林
道

は
幾

箇
所

か
崩

落
跡

が
あ

る
が

、
通

る
に

は
支

障
無

く
ゲ

ー
ト

を
通

過
。
沢

登
り

の
女

性
が

ひ
と

り
林

道
を

上
流

に
向

か
っ

て
歩

い
て

い
る

。

凄
い

な
あ

と
思

う
反

面
、

沢
登

り
の

単
独

行
動

は
如

何
な

も
の

か
と

疑
問

も

感
じ

る
。
 

ゲ
ー

ト
か

ら
の

路
面

は
、

荒
れ

て
い

な
く

池
原

公
園

か
ら

約
５

０
分

で
持

経
宿

に
到

着
。

小
屋

前
に

は
村

吉
さ

ん
制

作
の

第
２

２
番

・
持

経
宿

の
新

し

い
標

識
が
立

て
ら

れ
て

い
る

。
 

私
と

川
島

さ
ん

は
ポ
リ
タ

ン
ク

に
入

っ
た

水
を

、
高

階
さ

ん
は
ポ
リ
バ
ケ

ツ
に
雑
巾

を
千

年
檜
ま

で
、

沖
﨑

さ
ん

は
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ

ー
パ

ー
等

を
児

嶋

さ
ん

は
薪

を
、

大
江

さ
ん

は
剪
定
バ
サ
ミ

等
を

持
っ

て
平

治
宿

に
向

か
う

。
 

 
 

 

千
年

檜
祠

前
に

て
 

 
 

 
ピ

ー
ク

で
小

休
止

 
 

 
 

転
法

輪
岳

を
望

む
 

 

千
年

檜
を

過
ぎ

て
少

し
行

っ
た
鞍
部

の
奥
駈

道
に

は
、
砂
利

が
敷

き
詰
め

ら
れ

、
算
木

も
新

し
く
整

備
さ

れ
て

い
る

。
こ

れ
も

村
吉

さ
ん

が
一
人

で
な

さ
れ
た

と
の
こ

と
、

本
当

に
頭

が
下

が
る

。
 

曇
り
空

で
尾

根
の

奥
駈

道
に

は
、
風

が
あ

り
涼

し
く

、
先
週

の
風

の
無

い

猛
暑

の
行
仙

宿
に
比
べ

る
と

、
本
当

に
涼

し
く
汗
び

っ
し
ょ

り
に

な
ら

な
い

。
 

持
経

宿
と

平
治

宿
間

の
奧
駈

道
は

、
千

年
檜

を
初
め
ミ
ズ
ナ

ラ
、
ブ
ナ

、

ヒ
メ
シ
ャ

ラ
、
シ
ロ
ヤ
シ
オ

等
と
針
葉
樹
巨
樹

が
点
在
す

る
間

を
縫

っ
て

歩

く
、
世
界
遺
産

の
道

を
象
徴
す

る
素

晴
ら

し
い
修
験

の
道

で
あ

る
。
途

中
ピ

ー
ク

で
休
息

を
挟
み

約
１

時
間

で
平

治
宿

に
到

着
。
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平
治

宿
で

は
小

屋
の
整
理
整
頓

、
清

掃
、
毛
布

と
カ

ー
ペ
ッ

ト
を
干

し
、

小
屋

の
周
辺

の
整

備
組

と
、
水

場
の

点
検

組
に

分
か

れ
、
私

は
梶

野
、
岩

本
、

竹
中

さ
ん

と
水

場
に
下

る
。

志
岐

、
山

本
さ

ん
は
転
法
輪
岳

へ
と

向
か

う
。
 

 
 

 

平
治

宿
に

到
着

 
 

 
 

室
内

清
掃

と
毛

布
干

し
 

 
 

平
治

宿
前

景
 

 水
場

に
下

り
る

と
、
貯

水
槽

に
は
殆

ど
水

は
入

っ
て

い
な

い
。

と
り

あ
え

ず
溜
ま

っ
て

い
る

水
を
ポ
リ
タ

ン
ク

に
４
個

分
水

を
汲
み

、
水

と
小
石

を
浚

え
る

。
今

回
は
珍

し
く
シ

ー
ボ

ル
ト
ミ
ミ
ズ

が
入

っ
て

い
な

い
。
サ
ワ
ガ
ニ

が
１
匹

の
み

。
浚

い
終

え
る

と
私

の
手

の
甲

に
山
ヒ

ル
が
這

っ
て

い
る

。
ヒ

ル
を
払

い
落

と
し

事
な

き
を

え
る

。
 

 
 

 
 

 

平
治

宿
水

場
(
濡

れ
る

程
度

の
流

れ
で

鉄
箱

に
溜

ま
ら

ず
)
 

 
底

浚
え

 

鉄
箱
貯

水
槽

を
囲

う
コ

ン
ク
リ

ー
ト

が
剥
離

し
て

い
る

の
を

確
認

し
、
小

屋
に
戻

る
と

、
そ

れ
ぞ

れ
仕

事
が
一
段

落
し

て
い

て
、
昼
食

と
な

る
。

 

昼
食

後
「
カ
フ
ェ
こ

じ
ま
」
コ

ー
ヒ

ー
タ
イ
ム

。
上

村
さ

ん
か

ら
お
菓

子

の
差

し
入

れ
も

あ
る

。
転
法
輪
岳

に
行

っ
て

い
た

志
岐

、
山

本
さ

ん
が
戻

る
。
 

水
場

の
コ

ン
ク
リ

ー
ト

の
剥
離
部

分
を
補
修
す

る
と

の
こ

と
で

、
川

島
、

梶
野

、
生

熊
、

岩
本

、
竹

中
、

上
村

さ
ん

ら
と
再
び

水
場

に
下

る
。
 

速
乾
剤

を
入

れ
た
モ

ル
タ

ル
コ

ン
ク
リ

ー
ト

で
鉄
箱
貯

水
槽

の
周

り
の
剥

離
部

分
に

上
塗

り
し

て
補
修

。
こ

れ
で
当

分
の
間

流
れ
込
む

水
は
貯

水
槽

に

貯
ま

る
こ

と
に

な
る

。
落
石

に
対
す

る
課
題

は
残

る
が

・
・

・
・
次

の
機
会

に
考

え
れ
ば

い
い
だ
ろ

う
。

上
村

さ
ん

は
、
一
人

で
水

場
へ

の
道

を
補
修

、

ず
い
ぶ

ん
歩

き
や
す

く
な

る
。

 

 
 

 

鉄
箱

周
囲

を
目

詰
め

セ
メ

ン
ト

補
修

と
補

修
後

 
 

 
 

水
場

作
業

者
 

 

小
屋

前
の
広

場
も
片
付

き
、
西

行
歌
碑

が
き

れ
い

に
磨

か
れ
読
み

や
す

く

な
る

。
第

２
１
靡
・
平

治
宿

の
標

識
も

村
吉

さ
ん

が
制

作
し
た

も
の

で
あ

る
。
 

小
屋

前
の
広

場
で

は
、
山
ヒ

ル
が
居

て
騒

が
し
た

が
、
被
害

は
無

か
っ
た

。
 

平
治

宿
で

の
仕

事
は
終
了

。
女

性
陣

は
千

年
檜

で
の

作
業

が
あ

り
先

発
。

先
週

の
行
仙

で
の

作
業

に
比
べ
涼

し
か

っ
た

の
で

作
業

も
順
調

良
く
運
び

、

千
年

檜
に

向
か

っ
て
帰

路
に
つ

く
。

尾
根

を
わ
た

る
風

は
涼

し
く

千
年

檜
ま

で
休
憩

も
な

く
戻

る
。
私

は
少

し
遅

れ
た

が
、
途

中
梢

の
間

か
ら
釈
迦
ヶ
岳

や
五
百
羅
漢

が
望
め

、
し
ば

し
眺
め

を
楽

し
ん
だ

。
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千
年

檜
で

は
女

性
陣

の
活
躍

で
、

お
堂

も
雑
巾

が
け

さ
れ

て
き

れ
い

に
な

り
、

樒
や

盆
菓

子
の

供
え

物
も
整

い
、

お
盆

の
準

備
が

で
き
た

。
こ
こ

で
勤

行
し

て
と

い
う
こ

と
で

あ
っ
た

が
、

持
経

宿
で

行
う

事
に

し
て

、
児

嶋
さ

ん

が
居

な
い

が
記
念
撮
影

を
す

る
。
 

 
 

 

平
治

宿
下

山
前

 
 

 
 

千
年

檜
手

前
鞍

部
の

登
山

道
補

修
後

と
樒

採
取

 

 

 
 

 
 

 
 

 

千
年

檜
祠

清
掃

と
お

供
え

替
え

 
 

千
年

檜
祠

で
記

念
撮

影
 

 
不

動
堂

の
清

掃
と

お
供

え
替

え
 

 
 

 持
経

宿
で

は
、

児
嶋

さ
ん

が
小

屋
の
電
気
周

り
の

点
検

や
志
納
箱

の
鍵

の

点
検

等
を

行
っ

て
い

る
。

梶
野

さ
ん

は
水

場
に

行
っ

て
、
ホ

ー
ス
口

に
溜
ま

っ
た
泥

を
除
去

し
、
勢

い
良

く
流

れ
る
様

に
水

場
を
整

備
し

て
戻

っ
て

く
る

。
 

沖
﨑

さ
ん

よ
り

、
持

経
宿

と
平

治
宿

の
志
納
金

が
盗
難

に
あ

っ
て

、
全

く

入
っ

て
い

な
い

と
報

告
を
受

け
る

。
「

山
屋
」

は
善
人
ば

か
り

と
思

っ
て

い

た
が

、
そ

う
で

も
な

い
ら

し
い

。
行
仙

宿
の

小
屋

で
も
監
視
カ
メ

ラ
の
カ

ー

ド
が
抜

か
れ
た

り
し

て
、
最
近

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

の
被
害

も
小

さ
く

は
な

い
。
 

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

が
中
心

の
活

動
だ

け
に
財
政
的

な
損
失

は
大

き
い

。
今

後
、

志
納
箱

の
鍵

の
取
替

え
や

志
納
金
振

り
込
み

等
の
方
法

を
含
め

小
屋

の
管
理

等
の
対
策

が
喫
緊

の
課
題

で
あ

る
。
 

 
 

 
 

 

持
経

宿
水

場
の

ホ
ー

ス
口

詰
り

・
解

消
後

 
 

 
バ

ッ
テ

リ
ー

接
続

線
補

修
 

 
 

心
配

さ
れ
た
夕
立

に
遭

う
こ

と
も

な
く

無
事

行
事

は
終
了

し
た

が
、
帰

る

段
に

な
っ

て
岩

本
さ

ん
の

ラ
ン

ド
ク

ル
ー

ザ
ー

の
エ

ン
ジ

ン
が

か
か

ら
な

い
。
 

沖
﨑

さ
ん

の
車

と
ブ

ー
ス
タ

ー
ケ

ー
ブ

ル
を
繋
ぎ
充
電

し
な

が
ら
エ

ン
ジ

ン
を
始

動
さ
せ

る
が

、
全

く
反
応

が
な

い
。

沖
﨑

さ
ん

い
わ

く
、
一
般

車
か

ら
大
型

ラ
ン

ド
ク

ル
ー

ザ
ー

に
は
バ
ッ
テ
リ

ー
の
充
電

で
き

な
い

の
で

は
、

こ
れ

は
バ
ッ
テ
リ

ー
の
容
量

の
違

い
で

、
水

が
低

い
方

か
ら

高
い
方

に
流

れ

な
い

の
と

同
じ

よ
う

に
、
容
量

の
小

さ
い
方

か
ら

大
き

い
方

に
は
電

流
は

流

れ
な

い
と

思
う

と
の
こ

と
、
 

児
嶋

さ
ん

が
点

検
を
始
め

て
、
ヒ
ュ

ー
ズ

が
切

れ
た

の
か

も
・

・
・
程

な

く
バ
ッ
テ
リ

ー
へ

の
接

続
線

が
圧

着
端

子
部

で
切

れ
て

、
繋

が
っ

て
な

い
事

が
判

る
。

児
嶋

さ
ん

が
圧

着
端

子
接

続
部

の
ボ

ル
ト
ナ
ッ

ト
を
緩
め

、
裸
線

に
し

て
ボ

ル
ト

に
巻

き
付

け
、
ナ
ッ

ト
を
締
め

て
固

着
接

続
す

る
。
こ

れ
で
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エ
ン
ジ

ン
を
始

動
す

る
と
始

動
し
た

。
太

い
線
バ
ッ
テ
リ
接

続
線

が
切

れ
た

の
は

、
長

年
の
凹
凸

道
で

の
振

動
に

よ
る

も
の

と
思
わ

れ
、

持
経

宿
に

到
着

し
て

か
ら
エ

ン
ジ

ン
が
始

動
し

な
く

な
っ
た

の
は

、
本
当

に
運

が
良

か
っ
た

と
思

う
。

 

山
彦
テ

ク
ノ

の
技
術
部
門

の
ス
タ
ッ
フ

は
一

流
で

あ
る

。
い
つ

も
道
具

や

部
品

は
誰

か
の

ト
ラ

ン
ク

の
中

に
備

え
ら

れ
て

い
る

。
ま

る
で

ド
ラ
エ
モ

ン

の
ポ
ケ
ッ

ト
の

よ
う

に
困

っ
た

時
に

は
何

で
も

出
て

く
る

。
 

岩
本

さ
ん

の
車

が
動

き
、

不
動

堂
で

生
熊

さ
ん
導
師

に
て
勤

行
を

し
て

、

全
員

池
原

公
園

に
向

け
て
帰

路
に
つ

く
。

ゲ
ー

ト
に

は
、

沢
登

り
の

車
も
帰

っ
た

よ
う

で
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る
。
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請
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の
行

事
予
定

の
案
内

を
う

け
解
散

し
、
そ

れ
ぞ

れ
帰

路
に
つ

い
た

。
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